
「第五の天使のラッパ」           2019 年 08 月 27 日 

ヨハネの黙示録 9 章 1 節～12 節 第五の天使がラッパを吹いた。すると、一つの星が 

天から地上へ落ちて来るのが見えた。この星に、底なしの淵に通じる穴を開く鍵が与えら

れ、それが底なしの淵の穴を開くと、大きなかまどから出るような煙が穴から立ち上り、

太陽も空も穴からの煙のために暗くなった。そして、煙の中から、いなごの群れが地上へ

出て来た。このいなごには、地に住むさそりが持っているような力が与えられた。いなご

は、地の草やどんな青物も、またどんな木も損なってはならないが、ただ、額に神の刻印

を押されていない人には害を加えてもよい、と言い渡された。殺してはいけないが、五か

月の間、苦しめることは許されたのである。いなごが与える苦痛は、さそりが人を刺した

ときの苦痛のようであった。この人々は、その期間、死にたいと思っても死ぬことができ

ず、切に死を望んでも、死の方が逃げて行く。さて、いなごの姿は、出陣の用意を整えた

馬に似て、頭には金の冠に似たものを着け、顔は人間の顔のようであった。また、髪は女

の髪のようで、歯は獅子の歯のようであった。また、胸には鉄の胸当てのようなものを着

け、その羽の音は、多くの馬に引かれて戦場に急ぐ戦車の響きのようであった。更に、さ

そりのように、尾と針があって、この尾には、五か月の間、人に害を加える力があった。 

いなごは、底なしの淵の使いを王としていただいている。その名は、ヘブライ語でアバド

ンといい、ギリシア語の名はアポリオンという。第一の災いが過ぎ去った。見よ、この後、

更に二つの災いがやって来る。 

 

第五の天使がラッパを吹いた。「すると、一つの星が天から地上へ落ちて来るのが見え

た。」この星に、底なしの淵に通じる穴を開く鍵が与えられ、鍵で開けると、穴から大き

なかまどから出る煙のような煙が立ち上り、太陽も空も暗くなった。そして、煙の中から、

いなごの群れが出て来た。いなごには地に住むさそりが持っているような力が与えられて

いた。いなごは、地の草や青物も、またどんな木も損なってはならないが、ただ、額に神

の刻印を押されていない人を、殺さずに、五か月の間、苦しめてもよいと言い渡された。

いなごが与える苦痛は、さそりが人を刺したときのような激痛であり、刺された人々は、

死にたいと思っても死ぬことができず、死を望んでも、死の方が逃げて行った。神に敵対

する不信の者に対して、いわば、地獄の火の煙から現れたいなごによる刑罰が与えられた。   

いなごの姿は、出陣の用意を整えた馬に似て、頭には金の冠に似たものを着け、顔は人

間の顔、髪は女の髪、歯は獅子の歯のようであった。また、胸には鉄の胸当てを着け、そ

の羽の音は、多くの馬に引かれて戦場に急ぐ戦車の響きのようであった。更に、さそりの

ように、尾と針があって、この尾には、五か月の間、人に害を加える力があった。異様な

姿、恐ろしい羽音のいなごは底なしの淵の使いを王としていただいていた。王の名は、ヘ

ブライ語でアバドンといい、「滅びる」を意味する動詞から派生した言葉である。「アポ

リオン」も「滅ぼす」を意味する動詞から作られた言葉である。ギリシア神話の太陽神ア

ポロンに似た響きを持つ名前である。底なしの淵から出て来たいなごの大群は、小さい、

植物の害虫でありながら、植物は害せず、死には至らしめなかったが、人を激痛で傷つけ、

短い 5 ヶ月間ではあるが、苦しめた。神が人間に下した第一の災いである。ヨハネが幻で

見たものは、絵画でも現し得ないような不可思議な光景である。ところが更に、「この後、

更に二つの災いがやって来る」という。 


